
【生産性の向上】
・従業員一人当たりの付加価値額を令和７年３月までに１１．０％向上させる。

【財務の健全性】
・有利子負債/キャッシュフロー ▲３．５倍
・経常収支比率 １０９．９％

【商品の新生産方式の導入】
・化学品・原薬事業における売上原価率を計画最終年度（令和７年度）において、
2021年3月期基準で6.3％低減する。

【計画の実施期間】
・令和４年７月～令和７年３月

協和化学工業株式会社は、医薬品事業をマグミット製薬株式会社に、管理部門及
び研究開発部門をセトラスホールディングス株式会社に、吸収分割する。
これにより、一社一事業とすることで個々の事業業績を明確にするとともに、各事
業の自立性を高め迅速な経営判断ができる体制を構築する。また、化学品・原薬事
業については、製造プロセスの見直し、新規設備の導入を契機とした製造にかかる
工数の削減といった生産性の向上、合理化を目指す。

協和化学工業株式会社の「事業再編計画」のポイント

令和４年７月15日
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